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実施スケジュール
項目 24年度以前 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度以降

向こう5年間の直接事業費の推移
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 5年間の実績

回
回 2

1
0
01

2
25年度実績9月末の実績25年度予定

事業活動の実績（活動指標）
24年度実績単位項目

研修会の開催回数
地域ケア会議の開催回数

評価対象外事業
地域ケア会議立ち上げ支援事業事務事業名

予算科目

総合計画での位置付け
福祉の向上と保健・医療の充実〜やすらぎとぬくもりのまちづくり〜
高齢者対策の充実

公共建設事業一般事務平成25年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

長寿介護課

根拠法令等

【開始年度】 平成 【開始年度】実施期間

福岡 保裕
所管課情報 担当課： 544

所属長： 担当責任者：記入者情報
事業の性格

電話番号（内線）：

法定事務

事業の対象 市町村、各関係機関

野島 孝美

地域ケア会議の存在意義、目的、実施方法等についての研修会を実施することにより、保険者・地域包括支
援センター・在宅介護支援センター・医療機関・民生委員等への知識理解を図ることにより、協力体制を確立
し、地域ケア会議の実施体制を構築する。事業の目的

○平成２５年度中に研修会を２回程度実施する。○研修後、地域包括支援センター・在宅介護支援センター・
個別相談等で対応した問題　事例等について、地域ケア会議を試行的に開催し、具体的にその対応策、支援
策等についての検討をする。事業の内容

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

改善策の
具体的

取り組み

事業費及び財源内訳
25年度決算9月末の執行状況25年度予算24年度決算

事業費
0
0
0

300
4,881
5,181 0

0
0 211

4,881
5,092

人件費
内訳

財源内訳

項　　　目
直接事業費
人件費
合計
人工数
人件費単価
補助事業人件費
人件費
国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

0
300
0
0

4,881

0.00
0
0
0
0
0
0
0
0 4,881

0.60
8,135
0

4,881
0

0
211

0
0
0
0
0
0
0
0

8,135
0.000.60

8,135
0

4,881
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二次評価

二次評価
（所属部長）

課題認識

事業計画通り研修会及び地域ケア会議を開催し、各関係機関への周知が図られた。職員もほぼ毎週勉
強会を実施し、地域ケア会議の目的や機能についての見識を深めることができた。来る平成27年度から
の制度導入に向けた前向きな取り組みを行うことができた。

事業廃止と判断し、行政評価委員会に諮る。

意見、課題

コスト効率 3
受益者負担の適正 3

B

課題認識

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 5

B市民ニーズへの対応 4
市の関与の妥当性 4

有効性
事業の効果 4

B成果向上の可能性 4
施策への貢献度 3

効率性
手段の最適性 4

妥当性

有効性

効率性

自己評価
（担当責任者）

B

B

C
手段の最適性 3

コスト効率 3

成果向上の可能性 3
施策への貢献度 3

市の関与の妥当性 4
事業の効果 4

補助事業として、事業計画通り研修会及び地域ケア会議を開催し、各関係機関への周知が図られた。職
員もほぼ毎週勉強会を実施し、地域ケア会議の目的や機能についての見識を深めることができた。

自己評価
4目的の妥当性

市民ニーズへの対応 4

成果指標

指標設定の
考え方

0

目　　標
実　　績

区分年度 24年度 25年度 26年度
0000

受益者負担の適正 3

0000

成果指標
0
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行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）

・国の補助が単年度ということによる「事業廃止」という判断であり、行政評価委員会の判断には馴染まな
い。

経営者会議の最終判断

事業の方向性

意見、課題

事業の休止、廃止を検討する。


